
継続取組優先度
平成２７年度施策評価シート

指
標

成果指標名 指標の説明
現状値

(平成25年度)

基
本
情
報

コード 名称
担当
部署

コード

施策 7121 情報化と広報機能の充実 評価責任者・役職名 企画振興部　部長　藤岡　淳次

名称 連絡先

政策名等 情報共有と市民参加 040300
企画振興部広聴情報
課

0595-22-9636

再生
の

視点
（何を、
どうす
る）

施策
の

方向

情報通信技術の利活用により必要な行政情報や行政サービスを市民が等しく受けることができるよう、情報通信環境の整備を促進します。ま
た、広報いが市、ホームページ、ＳＮＳなどの多様な広報メディアやさまざまな手法により、効果的に市内外に向けた情報発信・情報収集を行い
ます。

平成26年度 平成27年度 平成28年度

目
標
実
績

712

平成27年度平成26年度

改
善
・
取
組
方
向

改善
ポイ
ント
と

具体
的な
取組

・防災などの情報提供のためにもケーブルテレビの加入促進を
図るため、制度の周知を行っていきます。

・文字放送、フェイスブックなど多様な媒体を使って、たとえば災
害時における効果的な情報提供について試行も含めて検討を
行っていきます。

・市民への効果的な情報を提供するため、広報紙「広報いが
市」、行政情報番組「ウイークリー伊賀市」と文字放送、伊賀市
ホームページ、フェイスブックなどによる情報提供のあり方につ
いて総合的な検討を行います。（広報委員会のあり方、広報特
集号の検討、ホームページの見直しなど）

・伊賀市ふるさとサポーターの更なる登録に向けた手法の検討
や、サポーター活動についての情報交換などを行う、サポー
ター会議を開催します。

・ふるさと応援寄付金の制度ＰＲ、返礼品の見直しを行います。

・平成２８年度において、伊賀市ホームページ更新するための
検討を行います。

前年
度の
取組
内容

と
残さ
れた
課題

（平成25年度の取組内容と残された課題）
一定の要件のもと、ケーブルテレビ維持管理費の軽減を図るこ
とにより、ケーブルテレビによる情報提供と情報格差の是正を
行いました。広報紙の配布や行政情報番組の放送、また、フェ
イスブックを活用し、市政に関する情報提供を行いました。市民
の知る権利を保障し、市政への市民参加の促進、また、個人の
権利利益を守るため、情報公開制度及び個人情報保護制度の
適正な運用を図りました。今後は、広報配布率、行政チャンネ
ルの加入者数を高め、情報共有の機会均等を図るとともに、内
容の充実に努めていく必要があります。また、引き続き情報公
開、個人情報保護の適正な運営を図っていく必要があります。

（平成26年度の取組内容と残された課題）
・引き続き行政情報の発信のため広報紙「広報いが市」、行政
情報番組「ウイークリー伊賀市」と文字放送、伊賀市ホーム
ページ、フェイスブックを継続しました。

・ケーブルテレビの加入率が、69％であるため維持管理費の軽
減により情報格差の是正を図りました。
　
・ふるさとサポーター制度を創設し、当市関係部署とその活用
について連携を進めるとともに、各種媒体等を活用し広く制度
の周知に努めました。

・情報公開、個人情報保護の適正な運用を図るため、関連する
「情報公開審査会」と「個人情報保護審査会」を統一しました。



(続紙) 施策 7121 情報化と広報機能の充実

構
成
事
務
事
業
の
重
点
化

Ｎｏ
26
重
点

コスト
の方
向

05

02 皆減

04 →

06

7,469

地域情報化推進事務経費
(01-02-01-09-138-01)

情報公開、個人情報保護推
進経費(01-02-01-09-138-
04)

01 2 → 44,639

03 3 ↑ 212

行政情報番組「ウイークリー伊賀市」の制作・放映 毎週更新、１回３０分 文字放
送＋読み上げ音声 残り３０分に巡回

CATV地上波再送信に対する経費協議 電光掲示板の撤去

情報公開条例、個人情報保護条例に基づき審査会の運営など。

44,849

27
重
点

事務事業名

行政情報番組等制作及び放
送経費(01-02-01-02-112-
51)

H26
決算見

込

H27
予算

事業概要

6,825

378 0

8,519 8,451

7,609

→ 0

新規

6

↑ 12,331 18,472

0

345

6182
ふるさと応援推進事業経費
(01-02-01-06-121-58)

新規 0
ふるさと応援推進事業(平成26年度補正予算　地域住民生活等緊急支援のため
の交付金事業(地方創生先行型))

09

73,548 87,175構成事務事業　合計

「伊賀市ふるさとサポーター」の更なる登録に向けたＰＲや、サポーターの活動に
ついての情報交換等を行うサポーター会議を開催する。また「伊賀市ふるさと応
援寄附金」についても、寄附金の拡大に向けたＰＲに取り組む。

07

08

↓

青山地区に行政番組を送信するアドバンスコープの施設整備に対する補助

一定要件を備える加入世帯の維持管理費年6180円を補助

合併前に滞納された維持管理費の収納業務

広報「いが市」の発行 毎月１日と１５日（１月のみ５日１回）１回３６０００部印刷

ケーブルテレビ加入促進事
業(01-02-01-09-139-01)

ケーブルテレビ伝送路維持
管理経費(01-02-01-09-
139-02)

広報作成等業務経費(01-
02-01-02-111-51)

ふるさと応援推進事業経費
(01-02-01-06-121-58)

1 3

1

新世代地域ケーブルテレビ
施設整備事業(01-02-01-
09-138-51)



継続取組優先度
平成２７年度施策評価シート

指
標

成果指標名 指標の説明
現状値

(平成25年度)

基
本
情
報

コード 名称
担当
部署

コード

施策 7122 市民参加の促進と広聴機能の充実 評価責任者・役職名 企画振興部　部長　藤岡　淳次

名称 連絡先

政策名等 情報共有と市民参加 040300
企画振興部広聴情報
課

0595-22-9636

再生
の
視点
（何を、
どうす
る）

施策
の
方向

計画策定の各段階への市民参加や、多様な立場の市民が気軽に意見交換や合意形成の場に参画できるよう、さまざまな場面で市民が市政
や地域のまちづくりに参加する機会の充実を図ります。
また、市政や地域のまちづくりに参加するための情報をわかりやすく整理するとともに、その情報を市民どうしが共有し、まちづくりに活用できる
しくみづくりを進めます。あわせて、多様な手法を活用し、市民からの意見・ニーズを聴き取る機会の充実を図ります。

平成26年度 平成27年度 平成28年度

目
標
実
績

712

平成27年度平成26年度

改
善
・
取
組
方
向

改善
ポイ
ント
と
具体
的な
取組

・市の活動に対する意見やニーズを聴取する広聴機能のあり
方や新たな広聴手段について、検討が必要となっています。

・パブリックコメントのあり方について引き続き検討します。

・広聴機能の充実を図るため、アンケートシステムの導入を検
討します。

・議会の情報発信を充実させるため、従来の議会広報発行、議
会のケーブルテレビ放送に加えて、本会議・各種委員会をユー
チューブで配信するよう検討します。

前年
度の
取組
内容
と
残さ
れた
課題

（平成25年度の取組内容と残された課題）
　市政の方向を左右する審議会等で何が課題となっているか、
市民と情報共有できるようホームページに審議会等の開催予
定を掲載し、議事内容がわかるよう議事録等の公開を行いまし
た。
　計画等立案に市民が参加するためのパブリックコメントの運
用では、様々な広報媒体で募集や結果の周知を行い、意見等
の募集期間は３０日以上となるよう制度改正したが、意見が出
されない事例も見受けられます。

（平成26年度の取組内容と残された課題）
・審議会等については、開催予定や議事録の周知公開を引き
続き継続します。

・パブリックコメントについては、今後も適正な運用が行われる
よう維持管理に努め、何故意見が出ないのか原因を分析でき
るよう検討するとともに、パブリックコメントのあり方について、
他市の運用を調査し改善の方向性を検討します。



(続紙) 施策 7122 市民参加の促進と広聴機能の充実

構
成
事
務
事
業
の
重
点
化

Ｎｏ
26
重
点

コスト
の方
向

02 2 ↑
議会運営一般経費(01-01-
01-01-101-01)

01 1 ↑ 15,793議会広報発行、議会放送中継委託

議会運営、会議録作成等

16,970

27
重
点

1

事務事業名

議会広報経費(01-01-01-
01-101-06)

H26
決算見
込

H27
予算

事業概要

2 6,470 8,319

22,263 25,289構成事務事業　合計


